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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, v ページ

• 表記法, v ページ

• 関連資料, vii ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, vii ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任と専門知識を持つデータセンター管理者を主な対象にしてい
ます。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

用途表記法

コマンド、キーワード、およびユーザが入力したテキス

トは、boldフォントで示しています。
boldフォント

ドキュメント名、新規用語または強調する用語、値を指

定するための引数は、italicフォントで示しています。
italicフォント
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用途表記法

システムが表示するターミナルセッションおよび情報

は、courierフォントで示しています。
courierフォント

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワー
ドは、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッ
コで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符
を使用しません。引用符を使用すると、その引用符も含

めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲

んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角

カッコで囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）があ
る場合には、コメント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮で

きます。

ワンポイントアドバイス
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安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り

扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ

い。警告の各国語版については、各警告文の末尾に提示されている番号をもとに、この機器

に付属している各国語で記述された安全上の警告を参照してください。

これらの注意事項を保存しておいてください。

警告

関連資料

UCS のマニュアルのロードマップ

Bシリーズのすべてのマニュアルの完全なリストについては、次のURLで入手できる『CiscoUCS
B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してください。 http://www.cisco.com/go/
unifiedcomputing/b-series-doc

すべてのCシリーズのマニュアルの完全なリストについては、次のURLにあるCiscoUCSC-Series
Servers Documentation Roadmapを参照してください。http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-doc

Microsoft Hyper-V マニュアル

Microsoft Hyper-Vを使用した仮想化の詳細については、次の URLを参照してください。http://
www.microsoft.com/en-us/server-cloud/windows-server/hyper-v.aspx。

他のマニュアルリソース

BシリーズとCシリーズのすべてのマニュアルが含まれる ISOファイルは、次のURLで入手でき
ます。http://www.cisco.com/cisco/software/type.html?mdfid=283853163&flowid=25821このページか
ら、[Unified Computing System (UCS) Documentation Roadmap Bundle]をクリックします。

ISOファイルは主要な各マニュアルのリリース後に更新されます。

マニュアルの更新通知を受信するには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次のURLで、毎月
更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規およ
び改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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第 1 章

概要

この章の内容は、次のとおりです。

• 仮想化の概要, 1 ページ

• Cisco仮想マシンファブリックエクステンダの概要, 1 ページ

• 仮想インターフェイスカードアダプタでの仮想化, 2 ページ

• VM-FEX for Hyper-V, 2 ページ

仮想化の概要
仮想化により、同一の物理マシン上で隣り合いながら分離して実行する複数の仮想マシン（VM）
を作成できます。

各仮想マシンは、仮想ハードウェア（メモリ、CPU、NIC）の独自のセットを持ち、その上でオペ
レーティングシステムと十分に設定されたアプリケーションがロードされます。オペレーティン

グシステムは、実際の物理ハードウェアコンポーネントに関係なく、一貫性があり正常なハード

ウェア一式を認識します。

仮想マシンでは、物理サーバ間でのプロビジョニング、移動を迅速に行うために、ハードウェア

とソフトウェアの両方が単一のファイルにカプセル化されます。仮想マシンは 1つの物理サーバ
から別のサーバへ数秒で移動することができ、メンテナンスのためのダウンタイムを必要とせず、

途切れることのない作業負荷を集約します。

仮想ハードウェアは、多数のサーバ（それぞれのサーバは独立した仮想マシン内で実行する）を

単一の物理サーバ上で実行できるようにします。仮想化の利点は、コンピューティングリソース

をより適切に使用でき、サーバ密度を高め、サーバの移行をスムーズに行えることです。

Cisco 仮想マシンファブリックエクステンダの概要
仮想サーバの実装は、1つの物理サーバのゲストとして実行される 1つまたは複数の VMで構成
されます。ゲスト VMは、ハイパーバイザまたは仮想コンピュータマネージャ（VMM）と呼ば
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れるソフトウェアレイヤによってホストおよび管理されます。通常、ハイパーバイザは各VMで
仮想ネットワークインターフェイスを示し、VMから他のローカル VMまたは別のインターフェ
イスへの外部ネットワークへのトラフィックのレイヤ 2スイッチングを実行します。

Cisco Virtual Interface Card（VIC）アダプタと連携して、Cisco仮想マシンファブリックエクステ
ンダ（VM-FEX）はファブリックインターコネクトの外部ハードウェアベーススイッチング用の
ハイパーバイザによって、VMトラフィックのソフトウェアベースのスイッチングをバイパスし
ます。この方法により、サーバのCPU負荷を軽減し、高速スイッチングを行い、ローカルおよび
リモートトラフィックに豊富なネットワーク管理機能セットを適用することができます。

VM-FEXは IEEE 802.1Qbhポートエクステンダアーキテクチャを VMに拡張するために、各 VM
インターフェイスに仮想 Peripheral Component Interconnect Express（PCIe）デバイスとスイッチ上
の仮想ポートを提供します。このソリューションにより、VMインターフェイスで正確なレート
制限を行い、Quality of Service（QoS）が確保されます。

仮想インターフェイスカードアダプタでの仮想化
Cisco VICアダプタ（Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードなど）は、単一 OSの導入
とVMベースの導入の両方に対応するように設計された統合型ネットワークアダプタ（CNA）で
す。VICアダプタは、最大128個の仮想ネットワークインターフェイスカード（vNIC）を含む、
静的または動的な仮想化インターフェイスをサポートします。

VICアダプタは、VM-FEXをサポートし、仮想マシンインターフェイスを対象に送受信されるト
ラフィックのハードウェアベーススイッチングを提供します。

VM-FEX for Hyper-V

VM-FEX for Hyper-V の概要
Microsoft Hyper-Vは、x86-64ハードウェアプラットフォームのWindows Server 2008以降のリリー
スの仮想化パッケージです。 Hyper-Vは x86ハードウェア仮想化拡張（たとえば、Intel VT-x）を
使用して、ユーザスペースプロセスとして VMをホストするハイパーバイザを実装します。

VM-FEX for Hyper-Vを使用すると、ハイパーバイザはVMトラフィックのスイッチングを実行し
ません。インストールされているVICアダプタを使用して、ハイパーバイザは次の機能を実行す
るインターフェイスバーチャライザとして機能します。

• VMから VICへのトラフィックについては、インターフェイスバーチャライザが発信元の
vNICを識別し、VICが明示的にその vNICによって生成されるパケットをタグ付けできるよ
うにします。

• VICから受信したトラフィックの場合、インターフェイスバーチャライザは指定されたvNIC
にパケットを送信します。
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すべてのスイッチングは外部ファブリックインターコネクトによって実行されます。これは物理

ポート間だけでなく、VMの vNICに対応する仮想インターフェイス（VIF）間も切り替えること
ができます。

Cisco UCS Manager コンポーネント

クラスタ

Cisco UCSクラスタは、複数のホストにわたって配布できるハイパーバイザをグループ化したも
のです。 Hyper-Vシステムでは、クラスタは VMware ESXシステムの分散仮想スイッチ（DVS）
にほぼ対応します。

現在の Cisco UCS Hyper-V実装では、クラスタはポートプロファイルの範囲を定義し、移行ドメ
インの境界です。複数の Hyper-Vホストがクラスタに関連付けられている場合は、KVMホスト
からクラスタ内の残りの部分に VMを移行できます。

ポートプロファイル

ポートプロファイルには、Cisco UCS仮想インターフェイスを設定するために使用する設定とプ
ロパティが含まれています。ポートプロファイルは、Cisco UCS Managerで作成および管理され
ます。クラスタによってポートプロファイルが作成され、割り当てられ、アクティブに使用され

た後に、Cisco UCS Managerでポートプロファイルのネットワーキングプロパティが変更される
と、変更がすぐにそれらのクラスタに適用され、ホストのリブートは必要ありません。

ポートプロファイルクライアント

ポートプロファイルクライアントは、ポートプロファイルが適用されるクラスタです。

単一のルート I/O の仮想化
単一のルート I/O仮想化（SR-IOV）により、さまざまなゲストオペレーティングシステムを実行
している複数の VMが、ホストサーバ内の単一の PCIeネットワークアダプタを共有できるよう
になります。SR-IOVを使用すると、VMはデータをネットワークアダプタに対して直接移動し、
増加したネットワークスループットに対してハイパーバイザをバイパスし、サーバのCPU負荷を
下げることができます。最近の x86サーバプロセッサには、SR-IOVに必要なダイレクトメモリ
の転送やその他の操作を容易にする、Intel VT xテクノロジーなど、チップセットの拡張機能が搭
載されています。

SR-IOV仕様では 2つのデバイスタイプが定義されています。

•物理的な機能（PF）：基本的にスタティック vNICである PFは、SR-IOV機能を含む完全な
PCIeデバイスです。 PFは、通常の PCIeデバイスとして検出され、管理され、設定されま
す。単一PFは、一連の仮想関数（VF）の管理および設定を提供できます。PFにスタティッ
ク vNICと同じ PCI ID、0x0043があります。

•仮想機能（VF）：ダイナミック vNICと同様に、VFはデータ移動に必要な最低限のリソー
スを提供する、完全または軽量の仮想PCIeデバイスです。VFは直接的には管理されず、PF
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を介して配信および管理されます。 1つ以上のVFをVMに割り当てることができます。VF
には 0x0044の動的 vNIC IDではなく、0x0071の PCI IDが含まれています。

SR-IOVは、PCI標準の開発および管理が公認されている業界組織である Peripheral Component
Interconnect Special Interest Group（PCI-SIG）によって定義および管理されています。 SR-IOVの詳
細については、次の URLを参照してください。

http://www.intel.com/content/www/us/en/pci-express/pci-sig-sr-iov-primer-sr-iov-technology-paper.html

SR-IOVをサポートするハイパーバイザには、KVMLinuxとMicrosoftHyper-Vが含まれています。

Cisco UCSM81KR仮想インターフェイスカードと Cisco UCSM82-8P仮想インターフェイスカー
ドは VM-FEX付きの SR-IOVをサポートしています。
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第 2 章

VM-FEX for Hyper-V の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• VM-FEX on Hyper-Vのガイドラインおよび前提条件, 5 ページ

• VM-FEX for Hyper-Vの設定手順, 6 ページ

VM-FEX on Hyper-V のガイドラインおよび前提条件
VM-FEX on Hyper-Vを設定する場合は、次のガイドラインおよび前提条件を考慮してください。

•ホストは、Cisco UCS Manager Release 2.1以降で管理する必要があります。

•ホストのオペレーティングシステムが Hyper-Vサポートを含むWindows Server 2012以降の
バージョンである必要があります。

Microsoft Hyper-Vのインストールの詳細については、Microsoft Windows Serverのマニュアル
を参照してください。

•他のゲストオペレーティングシステムはサポートされますが、Windows 2012を実行してい
る VMはアクセラレートされた I/Oパスの利点を活用できます。

•ホストアダプタは Cisco VICアダプタでなければなりません。

CiscoVICアダプタのインストールの詳細については、『CiscoUCS5108ServerChassisHardware
Installation Guide』を参照してください。

•定義済みの「SRIOV」BIOSポリシーは、仮想化テクノロジー（VT）、Direct Cache Access、
VT For Directed I/O、および Interrupt Remapをイネーブルにします。これらの設定を変更し
ないでください。

•定義済みの「SRIOV」のアダプタポリシーは最大 32個の CPUスレッドを持つホストをサ
ポートします。 32個を超えるスレッドがあるホストでは、割り込み数が CPUスレッド数と
同じ新規アダプタポリシーを作成する必要があります。
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•サービスプロファイルに定義されている vNICのダイナミック vNIC接続ポリシーも設定す
る場合は、サービスプロファイルのダイナミック vNIC接続ポリシーを設定しないでくださ
い。

•スタティック vNICの複数のダイナミック vNIC接続ポリシーを設定しないでください。

• SR-IOV PFは iSCSIの vNICとして使用できません。

•既存の iSCSI vNICは PFとして定義できません。

VM-FEX for Hyper-V の設定手順
はじめる前に

CiscoUCSManagerソフトウェア、ホストオペレーティングシステム、およびBIOS設定も含め、
VM-FEX on Hyper-Vのガイドラインおよび前提条件, （5ページ）にリストされている前提条件
が満たされていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

詳細については、VM-FEXの UCSコ
ンポーネントの設定, （7ページ）
を参照してください。

CiscoUCSManagerでは、ダイナミックvNIC
接続ポリシー、サービスプロファイル、ク

ラスタ，およびポートプロファイルを設定

します。

ステップ 1   

詳細については、Hyper-Vホストサー
バの設定, （13ページ）を参照して
ください。

ホストサーバおよび VMを準備し、シスコ
ドライバおよびユーティリティをインストー

ルします。

ステップ 2   

詳細については、Hyper-V仮想マシン
の設定, （17ページ）を参照してく
ださい。

Hyper-Vホスト上で、仮想スイッチを設定
し、VMを作成し、ポートプロファイルを
付加します。

ステップ 3   
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第 3 章

VM-FEX の UCS コンポーネントの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• VM-FEX for Hyper-Vのダイナミック vNIC接続ポリシーの作成, 7 ページ

• VM-FEX for Hyper-Vのサービスプロファイルの作成, 9 ページ

• VM-FEX for Hyper-Vのポートプロファイルの作成, 10 ページ

• クラスタの作成, 11 ページ

• VM-FEX for Hyper-Vのプロファイルクライアントの作成, 12 ページ

VM-FEX for Hyper-V のダイナミック vNIC 接続ポリシーの
作成

この手順で作成された vNICは、サービスプロファイルで SR-IOV PFに関連付けられると VFに
なります。作成できる VFの最大数は、次の式に従って、アダプタの数と設定されている PFSお
よび vHBAの数によって決まります。

ダイナミック vNICの数 = (116 *アダプタ数) - PFS数 - vHBA数

はじめる前に

ダイナミック vNIC接続ポリシーの詳細については、ポリシーの設定, （25ページ）を参照して
ください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [Dynamic vNIC Connection Policies]ノードを右クリックし、[Create Dynamic vNIC Connection Policy]
を選択します。

ステップ 5 [Create Dynamic vNIC Connection Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）か _（アンダースコア）以外の特殊文字やスペースは使
用できません。また、オブジェクトが保存された後に、この名

前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（カレット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（より大）、<（より小）、または '（一重引用符）を除く任意
の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

このポリシーの影響を受けるダイナミック vNICの数。

0から、次の式によって決定される最大数までの間の整数を入
力します。

ダイナミック vNICの数 = (116 *アダプタ数) - PFS数 - vHBA数

[Number of Dynamic vNICs]
フィールド

このポリシーと関連付けられるアダプタプロファイル。すでに

存在しているプロファイルだけが、このドロップダウンリスト

に表示されます。

Hyper-V用に、定義済みのWindowsアダプタポリシーを選択し
ます。

[Adapter Policy]ドロップダウン
リスト

ダイナミック vNICはCiscoUCSで常に保護されますが、優先す
るファブリックがある場合は、このフィールドを使用してそれ

を選択できます。次のいずれかを選択できます。

• [Protected Pref A]：Cisco UCSはファブリックAを使用しよ
うとしますが、必要に応じてファブリック Bにフェール
オーバーします。

• [Protected Pref B]：Cisco UCSはファブリック Bを使用しよ
うとしますが、必要に応じてファブリック Aにフェール
オーバーします。

• [Protected]：CiscoUCSは使用可能なファブリックを使用し
ます。

[Protection]フィールド
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ステップ 6 [OK]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

VM-FEX for Hyper-V のサービスプロファイルの作成
この手順で作成したサービスプロファイルは SR-IOV PFおよび VFインターフェイスを作成し、
Hyper-Vに必要な BIOS設定を実行します。

はじめる前に

サービスプロファイルの設定の詳細については、『Cisco UCS Manager GUI Configuration Guide』
を参照してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブで、[Servers] > [Service Profiles]を展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile (expert)]を選択します。

ステップ 5 [Identify Service Profile]ページに入力し、[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Networking]ページでは、[Dynamic vNICConnection Policy]ドロップダウンリストに選択されたダ
イナミック vNIC接続ポリシーがないことを確認します。

ステップ 7 LAN接続の設定方法として、[Expert]を選択します。

ステップ 8 最初の vNICテーブルのアイコンバーで [Add]をクリックし、[Create vNICs]ダイアログボックス
を開きます。

ステップ 9 [Create vNICs]ダイアログボックスでは、ファブリック Aの vNICを作成します。
この vNICは SR-IOVの物理的な機能（PF）になります。

ステップ 10 [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]リストから [SRIOV]を選択します。
[SRIOV]アダプタポリシーは事前に定義されています。

定義済み [SRIOV]アダプタポリシーは最大 32個の CPUスレッドをサポートします。
サーバに 32個以上のCPUスレッドがある場合、CPUスレッド数に等しい割り込み数を
サポートするカスタムアダプタポリシーを作成し、指定する必要があります。アダプ

タポリシーの右側にある [Create Ethernet Adapter Policy]をクリックし、SR-IOVのカス
タムイーサネットアダプタポリシーの作成, （29ページ）の手順を実行します。

（注）
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ステップ 11 [Dynamic vNIC Connection Profile]リストから、定義済みの [Windows]アダプタポリシーを使用し
て作成したダイナミック vNIC接続ポリシーを選択します。

ステップ 12 [OK]をクリックします。
この vNICは PFになります。

ステップ 13 （任意） ホスト管理用のスタティック vNICとして、ダイナミック vNIC接続ポリシーを使用し
ない別の vNICを作成します。
この vNICには、[Windows]アダプタポリシーまたはカスタムアダプタポリシーを選択します。

ステップ 14 [Next]をクリックし、[Operational Policies]ページまで残りのウィザードページに入力します。

ステップ 15 [Operational Policies]ページでは、[BIOS Configuration]バーを展開し、[BIOS Policy]ドロップダウ
ンリストから [SRIOV]を選択します。
定義済み [SRIOV] BIOSポリシーは Hyper-Vの必須の BIOS設定を実行します。

ステップ 16 [Finish]をクリックします。

VM-FEX for Hyper-V のポートプロファイルの作成
はじめる前に

ポートプロファイルとプロファイルクライアントに関する一般情報については、ポートプロファ

イルの設定, （33ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All]ノードを展開します。

ステップ 3 [Port Profiles]ノードを右クリックし、[Create Port Profile]を選択します。

ステップ 4 [Create Port Profile]ダイアログボックスで、ポートプロファイルの [Name]を設定します。
この名前には、1～ 31文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）と _（アンダースコア）以外
の特殊文字やスペースは使用できません。また、オブジェクトが保存された後に、この名前を変

更することはできません。

ステップ 5 （任意） ポートプロファイルの [Description]を入力します。
256文字以下で入力します。`（アクセント記号）、\（バックスラッシュ）、^（カレット）、"（二
重引用符）、=（等号）、>（より大）、<（より小）、または '（一重引用符）を除く任意の文字
またはスペースを使用できます。

ステップ 6 [VLANs]領域で、ポートプロファイルのネイティブ VLANを設定します。

ステップ 7 他の必要な設定を構成します。

ポートプロファイルの設定についての詳細は、ポートプロファイルの設定, （33ページ）に記
載されています。多くの場合、デフォルト設定で十分です。
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ステップ 8 [OK]をクリックします。

次の作業

クラスタとプロファイルクライアントを作成します。

クラスタの作成
自動的にCiscoUCSManagerによって作成されたデフォルトのクラスタを使用する代わりにHyper-V
用の 1つ以上の専用のクラスタを作成することを推奨します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All]ノードを展開します。

ステップ 3 [Clusters]ノードを右クリックし、[Create Cluster]を選択します。
[Create Cluster]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 4 [Create Cluster]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

クラスタの名前。

クラスタ名には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハ
イフン）と _（アンダースコア）以外の特殊文字やスペースは
使用できません。また、クラスタが保存された後に、この名前

を変更することはできません。

[Name]フィールド

クラスタの説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（カレット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（より大）、<（より小）、または '（一重引用符）を除く任意
の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

クラスタの一意の識別子。

クラスタ ID、次の形式で正確に 36個の 16進文字（0～ 9およ
び a～ f）と4個のダッシュ（-）を含んでいる必要があります。
XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXXXXXX。
例：01234567-0123-4567-89ab-0123456789abcdef。

[Cluster ID]フィールド

ステップ 5 [OK]をクリックします。
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VM-FEX for Hyper-V のプロファイルクライアントの作成
Hyper-Vシステムでは、プロファイルクライアントはポートプロファイルが適用されるクラスタ
を決定します。

プロファイルクライアントの詳細については、ポートプロファイルクライアント, （38ページ）
を参照してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 プロファイルクライアントを作成するポートプロファイルを右クリックし、[Create Profile Client]
を選択します。

ステップ 4 [Create ProfileClient]ダイアログボックスで、クライアントプロファイルの [Name]を設定します。
この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイフン）と _（アンダースコア）以外
の特殊文字やスペースは使用できません。また、オブジェクトが保存された後に、この名前を変

更することはできません。

ステップ 5 （任意） プロファイルクライアントの [Description]を入力します。
256文字以下で入力します。`（アクセント記号）、\（バックスラッシュ）、^（カレット）、"（二
重引用符）、=（等号）、>（より大）、<（より小）、または '（一重引用符）を除く任意の文字
またはスペースを使用できます。

ステップ 6 [Distributed Virtual Switch]ドロップダウンリストで、Hyper-V用に作成したクラスタを選択しま
す。

Hyper-Vシステムに、分散仮想スイッチはありません。この設定は、クラスタにプロ
ファイルクライアントを関連付けます。

（注）

ステップ 7 他の必要な設定を構成します。

プロファイルクライアントの設定の詳細は、プロファイルクライアントの作成, （38ページ）
に記載されています。多くの場合、デフォルト設定で十分です。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
ポートプロファイルは、[Navigation]ペインのクラスタの下に表示されます。
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第 4 章

Hyper-V ホストサーバの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ホストサーバのオペレーティングシステムのインストール, 13 ページ

• VM-FEX for Hyper-V用のシスコドライバおよびユーティリティの取得, 14 ページ

• PFドライバおよび VM-FEXスイッチドライバのインストール, 14 ページ

• ポートプロファイル管理スナップインおよびユーティリティのインストール, 15 ページ

• Microsoft Hyper-Vマネージャでの仮想スイッチの作成, 16 ページ

ホストサーバのオペレーティングシステムのインストー

ル

はじめる前に

Windows 2012 Server Hyper-Vのインストールの詳細については、Microsoft Windows 2012 Serverの
マニュアルを参照してください。

手順

ステップ 1 ホストサーバにWindows 2012 Server Hyper-Vをインストールします。

ステップ 2 Windows Server Managerを開きます。

ステップ 3 Windows Server Managerで、Hyper-Vロールを追加します。

次の作業

シスコドライバおよびユーティリティをインストールします。
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VM-FEX for Hyper-V 用のシスコドライバおよびユーティリ
ティの取得

手順

ステップ 1 シスコサポートサイトから、Cisco UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェアバンドル ISO
ファイルをダウンロードします。

Cisco UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェアバンドルには、VM-FEX for Hyper-V用のド
ライバと、インストレーションおよび管理ユーティリティが含まれています。

ステップ 2 Cisco UCS Manager KVM設定では、サーバからアクセスのための仮想メディアとしてソフトウェ
アバンドル ISOファイルをマウントします。

ステップ 3 ホストサーバから、ISOファイルのディレクトリCSCO_VIO_INSTALLER_versionを開きます。
ステップ 4 VM-FEX for Hyper-Vのインストールと設定に関する最新情報については、readme.txtファイルを

開き、読みます。

PF ドライバおよび VM-FEX スイッチドライバのインス
トール

Cisco VIOドライバおよびユーティリティをインストールするには、ホストサーバで次の手順を
実行します。

はじめる前に

Cisco UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェアバンドル ISOファイルはサーバにマウント
する必要があります。

手順

ステップ 1 ホストサーバの Powershellで、マウントされた ISOファイルの内容の
CSCO_VIO_INSTALLER_versionディレクトリを開きます。

ステップ 2 管理者として、CSCO_VIO_INSTALLER_64_version.msiを実行します。
ステップ 3 [Custom]インストールを選択します。

ステップ 4 必要に応じて、ドライバリストを表示するには、[VIO drivers]を展開します。

ステップ 5 [VIC iSCSI dump]をクリックし、[Entire feature will be unavailable]を選択します。
インストールは、iSCSIドライバが選択解除されていないと失敗する可能性がありま
す。

注意
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ステップ 6 [Next]をクリックし、ドライバをインストールする手順を実行します。

ポートプロファイル管理スナップインおよびユーティリ

ティのインストール
このタスクは、サーバにポートプロファイル管理スナップインおよびポートプロファイルユー

ティリティをインストールします。

Hyper-Vホストサーバにポートプロファイルユーティリティをインストールします。ホストサー
バ、VM、またはリモートコンピュータにポートプロファイル管理スナップインをインストール
できます。リモートコンピュータから複数のHyper-Vホストを管理するために、ポートプロファ
イル管理スナップインを使用できます。

リモートコンピュータにポートプロファイル管理スナップインをインストールする場合、コ

ンピュータがCisco UCSManagerとHyper-Vホストサーバの両方に接続していることを確認し
ます。

（注）

はじめる前に

Cisco UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェアバンドル ISOファイルはサーバにマウント
する必要があります。

手順

ステップ 1 サーバの Powershellで、マウントされた ISOファイルの内容の VMFEX_TOOLS-versionディレク
トリを開きます。

ステップ 2 管理者として、VMFEX_TOOLS_64_version.msiを実行します。
ステップ 3 このサーバからポートプロファイル管理スナップインを実行する場合は、[Typical]インストー

ルを選択し、手順 7に進みます。別のサーバからポートプロファイル管理スナップインを実行
する場合は、次の手順に進みます。

ステップ 4 [Custom]インストールを選択します。

ステップ 5 必要に応じて、機能リストを表示するには [Vmfex utilities]を展開します。

ステップ 6 [Vmfex Port Profile Manager]をクリックし、[Entire feature will be unavailable]を選択します。

ステップ 7 [Next]をクリックし、ソフトウェアをインストールする手順を実行します。
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Microsoft Hyper-V マネージャでの仮想スイッチの作成

手順

ステップ 1 Hyper-Vホストサーバで、Microsoft Hyper-Vマネージャを開き、仮想スイッチマネージャに移
動します。

ステップ 2 ナビゲーションフレームで、[New virtual network switch]をクリックします。

ステップ 3 [Virtual Switch Properties]ペインでは、仮想スイッチの [Name]を入力します。

ステップ 4 [External network]を選択し、ドロップダウンリストから Cisco VICイーサネットインターフェイ
スを選択します。

ステップ 5 [Allow management operating system to share this network adapter]のチェックボックスをオンにしま
す。

ステップ 6 [Enable single-root I/O virtualization (SR-IOV)]のチェックボックスをオンにします。

ステップ 7 [Apply]をクリックします。
確認が要求された場合は、[OK]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 ナビゲーションフレームで、新たに作成した仮想スイッチの下で、[Extensions]をクリックしま
す。

[Virtual Switch Extensions]ペインが表示されます。

ステップ 10 [Virtual Switch Extensions]ペインの [Switch extensions]で、[Cisco Vmfex Switch]を選択し、他の
チェックボックスをオフにしたままにします。

ステップ 11 [Apply]をクリックします。
確認が要求された場合は、[OK]をクリックします。

ステップ 12 [OK]をクリックします。

次の作業

Microsoft Hyper-Vマネージャで VMを作成します。
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第 5 章

Hyper-V 仮想マシンの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• Microsoft Hyper-Vマネージャでの VMの作成, 17 ページ

• VFドライバのインストール, 19 ページ

• ポートプロファイルの接続, 19 ページ

Microsoft Hyper-V マネージャでの VM の作成
この手順は、Microsoft Hyper-Vマネージャの [New Virtual Machine Wizard]を使用して VMを作成
します。新しいVMの作成および設定の詳細については、MicrosoftWindowsのマニュアルを参照
してください。

Hyper-Vクラスタ内の各 VMに次の作業を実行します。

はじめる前に

Microsoft Hyper-Vマネージャで、仮想スイッチを作成します。
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手順

ステップ 1 Microsoft Hyper-Vマネージャの [Actions]フレームで、[New]をクリックします。

ステップ 2 ドロップダウンリストから、[Virtual Machine]を選択して、[New Virtual Machine Wizard]を起動し
ます。

ステップ 3 [New Virtual Machine Wizard]で、[Next]をクリックしてカスタム設定で VMを作成します。

ステップ 4 [Specify Name and Location]メニューに入力し、[Next]をクリックします。

ステップ 5 [Assign Memory]メニューに入力し、[Next]をクリックします。

ステップ 6 [Configure Networking]メニュー設定では [Connection]ドロップダウンリストから仮想スイッチを
選択します。次に、[Next]をクリックします。

ステップ 7 [Next]をクリックします。

ステップ 8 [Connect Virtual Hard Disk]メニューに入力し、[Next]をクリックします。

ステップ 9 [Summary]を表示し、[Finish]をクリックします。
Microsoft Hyper-Vマネージャは VMのリストを表示します。

ステップ 10 VMのリストで、新しい VMを右クリックして、[Settings]を選択します。

ステップ 11 [Navigation]ペインでは、[Processor]オブジェクトをクリックし、4個の仮想プロセッサを指定し
ます。

ステップ 12 [Navigation]ペインで、[Network Adapter]オブジェクトを展開し、[Hardware Acceleration]をクリッ
クします。

[Hardware Acceleration]ペインが表示されます。

ステップ 13 ペインの下部までスクロールし、[Enable SR-IOV]チェックボックスをオンにします。

ステップ 14 [Apply]をクリックします。

ステップ 15 [OK]をクリックします。

ステップ 16 サーバの Powershellを開き、次のコマンドを入力します。Set-VMNetworkAdapter -Name
adapter-name -VMName vm-name - IovQueuePairsRequested rq-num

例：
PS C:\> Set-VMNetworkAdapter -Name vmnic1 -VMName vm1 -IovQueuePairsRequested 4

このコマンドで、パフォーマンスが向上します。コマンドのパラメータは次のとおりです。

• adapter-name：VMネットワークアダプタの名前。

• vm-name：VMの名前。

• rq-num：要求されたキューのペアの数。これはイーサネットアダプタポリシーでの受信キュー
の数以下で、しかも VMに割り当てられた仮想 CPUの数以下にしてください。

ステップ 17 Microsoft Hyper-Vマネージャセッションに戻ります。

ステップ 18 VMのリストで、新しい VMを右クリックして、[Connect]を選択します。
VMへのコンソールセッションが表示されます。
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ステップ 19 VMを開始するには、緑色の [Start]アイコンをクリックします。

次の作業

VM NICにポートプロファイルを接続します。

VF ドライバのインストール
VFドライバをインストールするために各 VMに次の作業を実行します。

はじめる前に

Cisco UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェアバンドル ISOファイルはサーバにマウント
する必要があります。

手順

ステップ 1 VMの Powershellで、マウントされた ISOファイルの内容のCSCO_VIO_INSTALLER_versionディ
レクトリを見つけます。

ステップ 2 管理者として、CSCO_VIO_INSTALLER_64_version.msiを実行します。
ステップ 3 [Typical]インストールを選択します。

ステップ 4 [Next]をクリックし、ドライバをインストールする手順を実行します。

ポートプロファイルの接続
2種類の方法が VMネットワークアダプタにポートプロファイルを接続するために使用可能で
す。

• Microsoft Powershellとシスコ提供のスクリプトを使用できます。

• CiscoVM-FEXユーティリティでインストールされるCiscoポートプロファイル管理スナップ
インを使用できます。

いずれかの方法を選択できます。

PowerShell とポートプロファイルの接続
Hyper-Vホストサーバで次の手順を実行します。
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Cisco UCS Bシリーズブレードサーバソフトウェアバンドルから Cisco VM-FEXポートプロファ
イルユーティリティをインストールした後、次のディレクトリのMicrosoftWindows PowerShellを
使用して、VMのネットワークアダプタを管理するためのスクリプトを検索できます。

C:\Program Files\Cisco Systems\VIO Software\Utilities\Ethernet Utilities\Vmfex

Utilities\Scripts

手順

目的コマンドまたはアクション

サーバで PowerShellを起動しま
す。

powershell

例：

ステッ

プ 1   

C:\> powershell

PowerShellスクリプトを含むディ
レクトリにカレントディレクトリ

を変更します。

cd "C:\Program Files\Cisco Systems\VIO
Software\Utilities\Ethernet Utilities\Vmfex
Utilities\Scripts"

例：

ステッ

プ 2   

PS C:\> cd "C:\Program Files\Cisco Systems\VIO

Software\Utilities\Ethernet Utilities\Vmfex

Utilities\Scripts"

スクリプトを現在のスコープで使

用できるようにします。

. .\Backend.ps1

例：

ステッ

プ 3   

PS C:\Program Files\Cisco Systems\VIO

Software\Utilities\Ethernet Utilities\Vmfex

Utilities\Scripts> . .\Backend.ps1

スクリプトを現在のスコープで使

用できるようにします。

. .\Util.ps1

例：

ステッ

プ 4   

PS C:\Program Files\Cisco Systems\VIO

Software\Utilities\Ethernet Utilities\Vmfex

Utilities\Scripts> . .\Util.ps1

トップレベルのディレクトリにカ

レントディレクトリを変更しま

す。

cd \

例：
PS C:\Program Files\Cisco Systems\VIO

Software\Utilities\Ethernet Utilities\Vmfex

Utilities\Scripts> cd \

ステッ

プ 5   

Globally Unique Identifier（Guid）
文字列を作成し、クラスタの ID

$ClusterId =
“{“+[System.Guid]::NewGuid().tostring()+”}”

例：

ステッ

プ 6   
として使用する $ClusterIdという
名前の変数に割り当てます。変数

PS C:\> $ClusterId =

“{“+[System.Guid]::NewGuid().tostring()+”}”
名は任意ですが、次の手順で使用

されます。
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目的コマンドまたはアクション

クラスタに仮想スイッチを接続し

ます。パラメータは次のとおりで

す。

Add-CiscoVmfexSwitchToCluster "switch-name"
$ClusterId "cluster-name"

例：

ステッ

プ 7   

• switch-name：仮想スイッチ
マネージャで設定した仮想ス

イッチ名。

PS C:\> Add-CiscoVmfexSwitchToCluster “VSwitch_1”

$ClusterId “Cluster_1”

• cluster-id：CiscoUCSManager
で設定したクラスタ ID。

• cluster-name：Cisco UCS
Managerで設定したクラスタ
名。

VMのテーブルを表示します。最
初のカラムの VMの [Name]を書
き留めます。

Get-VM

例：
PS C:\> Get-VM

ステッ

プ 8   

VMのネットワークアダプタプロ
パティリストを表示します。

Get-VMNetworkAdapter -VMName vm-name |fl

例：

ステッ

プ 9   
vm-nameパラメータには、VMの

PS C:\> Get-VMNetworkAdapter -VMName vm1 |fl テーブルの [Name]列に表示され
るように VMの名前を入力しま
す。

ネットワークアダプタプロパティ

リストで、IdプロパティとVMId
プロパティを書き留めます。

Globally Unique Identifier（Guid）
文字列を作成し、ポートプロファ

$ProfileId =
“{“+[System.Guid]::NewGuid().tostring()+”}”

例：

ステッ

プ 10   
イルの IDとして使用する
$ProfileIdという名前の変数に割

PS C:\> $ProfileId =

“{“+[System.Guid]::NewGuid().tostring()+”}”
り当てます。変数名は任意です

が、次の手順で使用されます。

ポートプロファイルにVMネット
ワークアダプタを接続します。

パラメータは次のとおりです。

Add-CiscoVmfexPortProfile "vmid" $ProfileId
"profile-name" "adapter-id"

例：
PS C:\> Add-CiscoVmfexPortProfile
“8be79ffd-0bf2-4a93-b9ee-81878755b469” $ProfileId

ステッ

プ 11   

• vmid：ネットワークアダプタ
プロパティリストからの

VMIdプロパティ。
“MyPortProfile_1”
“Microsoft:0D8E0F40-C010-45C2-91E7-C3E21043FE83\
17F85D37-2ACD-42AD-981C-AC4BDAC0B8BD”
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目的コマンドまたはアクション

• profile-name：Cisco UCS
Managerで設定したクラスタ
ID。

• adapter-id：ネットワークア
ダプタプロパティリストか

らの Idプロパティ。

各 VMに対してステップ 9～ 11を実行します。ステッ

プ 12   

次の作業

Hyper-Vホストをリブートし、ホストの IP接続をテストします。

ポートプロファイルと Port Profile Manager スナップインの接続

手順

ステップ 1 ポートプロファイル管理スナップインがインストールされたサーバで、Cisco Vmfex Port-Profile
Managerを起動するために、デスクトップショートカットをダブルクリックします。

ステップ 2 [Actions]ペインで、[Add UCSM]をクリックします。
[UCSM Login]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 [UCSMLogin]ダイアログボックスに、CiscoUCSManager（UCSM）システムの [IPAddress]、[User
Name]、および [Password]を入力し、[OK]をクリックします。
クラスタおよびポートプロファイルは中心のペインに表示されます。

ステップ 4 [Actions]ペインで、[Add Host]をクリックします。
[Connect to Hyper-V Server]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 5 [Connect to Hyper-V Server]ダイアログボックスで、現在のホストまたは [Another Computer]をリ
モートホストを追加するには、[Local Computer]を選択します。

ステップ 6 [Another Computer]を選択した場合は、リモートホストの [Host Name/IP]、[User Name]、および
[Password]を入力します。
[Host Name]は Hyper-Vホストと同じドメインに含まれている必要があります。ホスト名の代わ
りに IPアドレスを入力した場合、Hyper-Vホストの Powershellで次のコマンドを実行する必要が
あります。

Set-Item WSMan:\localhost\Client\TrustedHosts <remote host ip>

たとえば、次のように入力します。
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Set-Item WSMan:\localhost\Client\TrustedHosts '192.0.20.1' -concatenate

ステップ 7 [OK]をクリックします。
中央のペインはホストの検証結果を表示します。ホストに接続されている仮想スイッチは、

[Navigation]ペインのホスト名の下に表示されます。

ステップ 8 クラスタに仮想スイッチを接続するには、[Actions]ペインのスイッチ名の下で [Attach to Cluster]
を選択します。

[Select Cluster]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 9 [Select Cluster]ダイアログボックスで、クラスタを選択し、[OK]をクリックします。
クラスタ名は、[Navigation]ペインと [Actions]ペインに仮想スイッチ名とともに表示されます。
クラスタ名が表示されない場合、スイッチはデフォルトのクラスタに属しています。

ステップ 10 ポートプロファイルにVMネットワークアダプタを接続するには、中央のペインで 1つまたは複
数のVMネットワークアダプタを選択し、[Actions]ペインで、選択した項目の下の [Attach/Modify
Port Profile]をクリックします。
[Select Port Profile]ダイアログボックスが表示され、仮想スイッチのすべてのポートプロファイル
を表示します。

ステップ 11 [Select Port Profile]ダイアログボックスで、ポートプロファイルを選択し、[OK]をクリックしま
す。

ポートプロファイル名は、[Navigation]ペインに各 VMのネットワークアダプタとともに表示さ
れます。

次の作業

Hyper-Vホストをリブートし、ホストの IP接続をテストします。
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付録 A
ポリシーの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ダイナミック vNIC接続ポリシーの設定, 25 ページ

• SR-IOVのカスタムイーサネットアダプタポリシーの作成, 29 ページ

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの設定

ダイナミック vNIC 接続ポリシー

Hyper-Vまたは KVMクラスタなどの SR-IOVトポロジでは、仮想関数（VF）はダイナミック
vNICの代わりになります。 VFは基本的にはダイナミック vNICの制限付きバージョンであ
り、VFのすべてのシステム通信と設定は、関連する物理的な機能（PF）によって実行されま
す。

（注）

ダイナミック vNIC接続ポリシーは、VMとダイナミック vNICの間の接続を設定する方式を決定
します。このポリシーは、VMをインストールして、ダイナミック vNICsを設定したVICアダプ
タを持つサーバを含む Cisco UCSドメインに必要です。

各ダイナミック vNIC接続ポリシーには、イーサネットアダプタポリシーが含まれ、ポリシーを
含むサービスプロファイルに関連付けられた任意のサーバに対して設定できる vNICの数を指定
します。

Hyper-Vでは、Windowsという名前の定義済みイーサネットアダプタポリシーを使用します。
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ダイナミックvNICで設定されたサーバを移行すると、vNICによって使用されるダイナミック
インターフェイスは失敗し、Cisco UCS Managerはその障害を通知します。

サーバが復旧すると、Cisco UCS Managerによってサーバに新しいダイナミック vNICが割り
当てられます。ダイナミック vNICでのトラフィックをモニタしている場合、モニタリングの
ソースを再設定する必要があります。

（注）

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの作成
ダイナミック vNIC接続ポリシーを作成できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Dynamic vNIC Connection Policies]ノードを右クリックし、[Create Dynamic vNIC Connection Policy]
を選択します。

ステップ 5 [Create Dynamic vNIC Connection Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。以下を除
く特殊文字やスペースは使用できません。-（ハイフン）、_（ア
ンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオド）。また、
オブジェクトを保存した後に、この名前を変更できません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（カレット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（より大）、<（より小）、または '（一重引用符）を除く任意
の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド
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説明名前

このポリシーの影響を受けるダイナミック vNICの数。

0～ 256の整数を入力します。デフォルトは 54です。

システムコンポーネントが、この vNIC数を 256未満
に制限する場合があります。

（注）

[Number of Dynamic vNICs]
フィールド

このポリシーと関連付けられるアダプタプロファイル。すでに

存在しているプロファイルだけが、このドロップダウンリスト

に表示されます。

[Adapter Policy]ドロップダウン
リスト

ダイナミック vNICはCiscoUCSで常に保護されますが、優先す
るファブリックがある場合は、このフィールドを使用してそれ

を選択できます。次のいずれかを選択できます。

• [Protected Pref A]：Cisco UCSはファブリックAを使用しよ
うとしますが、必要に応じてファブリック Bにフェール
オーバーします。

• [Protected Pref B]：Cisco UCSはファブリックBを使用しよ
うとしますが、必要に応じてファブリック Aにフェール
オーバーします。

• [Protected]：CiscoUCSは使用可能なファブリックを使用し
ます。

[Protection]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

ステップ 7 確認のダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの変更
ダイナミック vNIC接続ポリシーを変更できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 変更するポリシーを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [Dynamic vNIC Connection Policies]ノードを展開し、変更するポリシーをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 6 次の 1つ以上のフィールドを変更します。

説明名前

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と

条件についての情報を含めることを推奨しま

す。

[Description]フィールド

このポリシーの影響を受けるダイナミックvNIC
の数。

[Number of Dynamic vNICs]フィールド

このポリシーと関連付けられるアダプタプロ

ファイル。すでに存在しているプロファイルだ

けが、このドロップダウンリストに表示されま

す。

[Adapter Policy]ドロップダウンリスト

[Name]フィールドなどの、ポリシーの他のプロパティは変更できません。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの削除
ダイナミック vNIC接続ポリシーを削除できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Dynamic vNIC Connection Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

VM でのダイナミック vNIC のプロパティの表示
VMでダイナミック vNICのプロパティを表示できます。
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はじめる前に

VMが動作可能である必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All]を展開します。

ステップ 3 [Virtual Machines]を展開します。

ステップ 4 ダイナミック vNICを含む仮想マシンを展開します。

ステップ 5 ダイナミック vNICを選択します。

ステップ 6 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。
[Properties]領域に、vNICのプロパティが表示されます。

SR-IOV のカスタムイーサネットアダプタポリシーの作
成

定義済み [SRIOV]イーサネットアダプタポリシーは最大 32個の CPUスレッドをサポートしま
す。サーバに 32個を超えるCPUスレッドがある場合、この手順を実行してCPUスレッド数に等
しい割り込み数をサポートするカスタムアダプタポリシーを作成し、指定する必要があります。

アダプタポリシーの作成の詳細については、『Cisco UCS Manager GUI Configuration Guide』の
「Configuring Ethernet Adapter Policies」を参照してください。

領域のフィールドが表示されない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリックしま
す。

ヒント

はじめる前に

サーバによって使用される CPUスレッド数を判別します。 [Equipment] > [Chassis] > [Servers]に移
動し、[Servers]テーブルでサーバの [Threads]見出しを表示すると、この情報を取得できます。

手順

ステップ 1 別のメニューから [Create Ethernet Adapter Policy]を直接開いた場合、ステップ 6に進みます。

ステップ 2 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 3 [Servers]タブで、[Servers] > [Policies]を展開します。

ステップ 4 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。
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システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 5 [Adapter Policies]を右クリックし、[Create Ethernet Adapter Policy]を選択します。

ステップ 6 次のフィールドに、ポリシーの名前および説明を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。 -（ハイ
フン）と _（アンダースコア）以外の特殊文字やスペースは使
用できません。また、オブジェクトが保存された後に、この名

前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（カレット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（より大）、<（より小）、または '（一重引用符）を除く任意
の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

ステップ 7 [Resources]領域で、次に示すように値を設定します。

設定名前

1Transmit Queues

256Ring Size

4Receive Queues

512Ring Size

5Completion Queues

サーバによって使用される CPUスレッド数を
入力します。

Interrupts

ステップ 8 [Options]領域で、次に示すように値を設定します。

設定名前

EnabledAll offload settings

EnabledRSS

5秒Fallback Timeout

MSIXInterrupt Mode

MinInterrupt Coalescing Type
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設定名前

125マイクロ秒Interrupt Timer

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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付録 B
ポートプロファイルの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ポートプロファイル, 33 ページ

• ポートプロファイルの作成, 34 ページ

• ポートプロファイルの VLANの修正, 36 ページ

• ポートプロファイル用ネイティブ VLANの変更, 36 ページ

• ポートプロファイルへの VLANの追加, 37 ページ

• ポートプロファイルからの VLANの削除, 37 ページ

• ポートプロファイルの削除, 38 ページ

• ポートプロファイルクライアント, 38 ページ

• プロファイルクライアントの作成, 38 ページ

• プロファイルクライアントの変更, 39 ページ

• プロファイルクライアントの削除, 40 ページ

ポートプロファイル
ポートプロファイルには、Cisco UCS for VM-FEXに仮想インターフェイスを設定するために使用
できるプロパティと設定が含まれています。ポートプロファイルは、Cisco UCS Managerで作成
および管理されます。 1つ以上の クラスタによってポートプロファイルが作成され、割り当て
られ、アクティブに使用された後、Cisco UCS Managerのポートプロファイルのネットワーキン
グプロパティに行われたすべての変更がそれらの クラスタにすぐに適用されます。
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ポートプロファイルの作成

VM-FEX for Hyper-Vシステムでは、次の条件が適用されます。（注）

• [Max Ports]フィールドは、クラスタに適用されます。分散仮想スイッチ（DVS）はあり
ません。

• [Host Network IO Performance]フィールドは無効です。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All]ノードを展開します。

ステップ 3 [Port Profiles]ノードを右クリックし、[Create Port Profile]を選択します。

ステップ 4 [Create Port Profile]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポートプロファイルのユーザ定義名。

この名前には、1から 31文字のASCII英数字を使用できます。
-（ハイフン）、_（アンダースコア）、および :（コロン）以外
の特殊文字やスペースは使用できません。また、オブジェクト

を保存した後に、この名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポートプロファイルのユーザ定義の説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（カレット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（より大）、<（より小）、または '（一重引用符）を除く任意
の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

このポートプロファイルと関連付けられるQuality Of Serviceポ
リシー。

[QoS Policy]ドロップダウンリ
スト

このポートプロファイルと関連付けられるネットワーク制御ポ

リシー。

[Network Control Policy]ドロッ
プダウンリスト
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説明名前

このポートプロファイルと関連付けることが可能なポートの最

大数。デフォルトは 64ポートです。

1つの分散仮想スイッチ（DVS）に関連付けることができるポー
トの最大数は 4096です。 DVSに関連付けられたポートプロ
ファイルが 1つだけの場合は、そのポートプロファイルに最大
4096個のポートを設定できます。しかし、DVSに関連付けら
れたポートプロファイルが複数ある場合は、それらのポートプ

ロファイルに関連付けられたポートの総数が4096を超えること
はできません。

[Max Ports]フィールド

次のいずれかになります。

•なし：仮想マシンに対するトラフィックは DVSを介して
行われます。

•高性能：仮想マシンとのトラフィックは DVSとハイパー
バイザをバイパスし、仮想マシンと仮想インターフェイス

カード（VIC）アダプタの間を直接移動します。

[Host Network IO Performance]
フィールド

このポートプロファイルと関連付けられるピングループ。[Pin Group]ドロップダウンリ
スト

ステップ 5 [VLANs]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

使用するVLANごとに、このカラムのチェックボックスをオン
にします。

[Select]カラム

VLANの名前。[Name]カラム

VLANのいずれかをネイティブVLANとして指定するには、こ
のカラムのオプションボタンをクリックします。

[Native VLAN]カラム

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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ポートプロファイルの VLAN の修正

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 VLANを修正するポートプロファイルを右クリックし、[Modify VLANs]を選択します。

ステップ 4 [Modify VLANs]ダイアログボックスで、次の項目を 1つ以上変更します。

説明名前

使用するVLANごとに、このカラムのチェックボックスをオン
にします。

[Select]カラム

VLANの名前。[Name]カラム

VLANのいずれかをネイティブVLANとして指定するには、こ
のカラムのオプションボタンをクリックします。

[Native VLAN]カラム

VLANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VLAN]リンク

ステップ 5 [OK]をクリックします。

ポートプロファイル用ネイティブ VLAN の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 ネイティブ VLANを変更するポートプロファイルを右クリックし、[Modify VLANs]を選択しま
す。

ステップ 4 [Modify VLANs]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Native VLAN]カラムで、ネイティブ VLANにする VLANの行のオプションボタンをクリッ
クします。

b) [OK]をクリックします。
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ポートプロファイルへの VLAN の追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 VLANを追加するポートプロファイルを右クリックして、[Modify VLANs]を選択します

ステップ 4 [Modify VLANs]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Select]カラムで、ポートプロファイルに追加する VLANのローにあるチェックボックスをオ
ンにします。

b) （任意） この VLANをネイティブ VLANにするには、[Native VLAN]カラムのオプションボ
タンをクリックします。

c) [OK]をクリックします。

ポートプロファイルからの VLAN の削除
ポートプロファイルからVLANを削除するか、またはネイティブVLANとして割り当てたVLAN
を変更できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 VLANを削除するポートプロファイルを右クリックし、[Modify VLANs]を選択します。

ステップ 4 [Modify VLANs]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Select]カラムで、ポートプロファイルから削除する VLANの行にあるチェックボックスをオ
フにします。

b) （任意） 別の VLANの [Native VLAN]カラムでオプションボタンをクリックして、ネイティ
ブ VLANを別の VLANに変更できます。

c) [OK]をクリックします。
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ポートプロファイルの削除
VMがポートプロファイルをアクティブに使用している場合、そのポートプロファイルは削除で
きません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 削除するポートプロファイルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Managerはポートプロファイルと、関連付けられたすべてのポートプロファイルクラ
イアントを削除します。

ポートプロファイルクライアント
ポートプロファイルクライアントは、ポートプロファイルが適用されるクラスタを決定します。

プロファイルクライアントの作成
プロファイルクライアントを作成できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 プロファイルクライアントを作成するポートプロファイルを右クリックし、[Create Profile Client]
を選択します。

ステップ 4 [Create Profile Client]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

プロファイルクライアントのユーザ定義名。

この名前には、1から 16文字のASCII英数字を使用できます。
-（ハイフン）、_（アンダースコア）、および :（コロン）以外
の特殊文字やスペースは使用できません。また、オブジェクト

を保存した後に、この名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

クライアントのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（カレット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（より大）、<（より小）、または '（一重引用符）を除く任意
の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

ドロップダウンリストからデータセンターを選択するか、この

プロファイルクライアントをすべてのデータセンターに適用す

る場合には [All]を選択します。

[Datacenter]ドロップダウンリ
スト

ドロップダウンリストからフォルダを選択するか、このプロ

ファイルクライアントをすべてのフォルダに適用する場合には

[All]を選択します。

[Folder]ドロップダウンリスト

ドロップダウンリストから仮想スイッチを選択するか、このプ

ロファイルクライアントをすべての仮想スイッチに適用する場

合には [All]を選択します。

[Distributed Virtual Switch]ド
ロップダウンリスト

ステップ 5 [OK]をクリックします。

プロファイルクライアントの変更
プロファイルクライアントを変更できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 プロファイルクライアントを変更するポートプロファイルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Profile Clients]タブをクリックします。

ステップ 5 変更するプロファイルクライアントを右クリックし、[Show Navigator]を選択します。

ステップ 6 プロファイルクライアントのナビゲータで、次に示す 1つ以上のフィールドの値を変更します。

説明名前

プロファイルクライアントのユーザ定義名。[Name]フィールド

クライアントのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 `（アクセント記号）、\（バック
スラッシュ）、^（カレット）、"（二重引用符）、=（等号）、
>（より大）、<（より小）、または '（一重引用符）を除く任意
の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

適切なデータセンターを選択するために使用される正規表現。[Datacenter]フィールド

適切なデータセンターフォルダを選択するために使用される正

規表現。

[Folder]フィールド

適切な仮想スイッチを選択するために使用される正規表現。[Distributed Virtual Switch]
フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

プロファイルクライアントの削除
クライアントが関連付けられているポートプロファイルを VMがアクティブに使用している場
合、そのポートプロファイルは削除できません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで、[All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 プロファイルクライアントを削除するポートプロファイルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Profile Clients]タブをクリックします。

ステップ 5 削除するプロファイルクライアントを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
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